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研究成果の概要（和文）：スペインでは，一般に「スペイン語」と呼ばれている「カスティーリャ語」以外に，カタロ
ニア語、ガリシア語，バスク語などが用いられている。本研究では，これら４つの言語の形態論的特徴を17の項目につ
いて対比した一覧を作成し、またそれぞれの言語の形態論に関する5本の論文を発表して，多言語国家の言語使用状況
の理解と語学教育に貢献した。

研究成果の概要（英文）：This project focuses on the four major languages spoken in Spain, Castilian 
(Spanish), Catalan, Galician and Basque. It provides a table of 17 morphological items that compare the 
properties of these languages and five monographs on morphology in them. Together they show some aspects 
of the actual situation of a multilingual nation, and provide insight and recommendations for foreign 
language instruction.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
 スペインの諸言語それぞれに関する研究
は，近年我が国においても進展が著しく，こ
とに主要な４言語であるカスティーリャ語
（スペイン語），カタロニア語，ガリシア語，
バスク語については多くの成果が公にされ
ている。しかし各言語の構造そのものを単一
の視点から横断的に扱おうとする試みは，ま
だ十分とは言えなかった。 
 前々回の科学研究費補助金研究（基盤研究
(C), 研究期間：2007～2009 年度，課題番号：
19520359, 研究課題名：「現代スペイの諸言
語に関する統語的研究」）では，統語論にお
いて上記の問題を克服しようとつとめた。前
回の研究（基盤研究(C), 研究期間：2010～
2012 年度，課題番号：22520440, 研究科題
名：「現代スペインの諸言語の語彙に関する
対比的研究」）では，語彙論に焦点を当てた。
そして第 3 期となる今回は，同様の方針をと
りつつ，各言語の形態論の探究を行った。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は，多言語国家スペインで用い
られている諸言語の形態論に関するさまざ
まな問題について，共通の問題意識をもった
記述と分析を行うことにある。対象とする言
語とその担当者は次のとおりである。 
A) スペイン語（カスティーリャ語）：福嶌教
隆（研究代表者） 
B) カタロニア語：長谷川信弥（研究分担者） 
C) ガリシア語：浅香武和（研究分担者） 
D) バスク語：吉田浩美（研究分担者） 
 
３．研究の方法 
 上記 4人の構成員がそれぞれの言語の形態
論に関する問題を担当し，研究代表者がそれ
を統括した。 
(1) 平成 25 年（2013 年）度 
 平成 25 年 10 月，研究チームは研究会を開
催し，各言語に関する以下の発表を行った。
① 福嶌教隆「カスティーリャ語接続法過去
形の２つの形態について」，② 長谷川信弥
「カタロニア語の形態論的特徴」，③ 浅香武
和「ガリシア語における複数形の形態の疑問
点」，④ 吉田浩美「バスク語の動機格語尾な
どと後置詞」。 
 同日の討議で，① 最終年度に全国規模の
学会で合同発表をすること，② 研究成果を
報告書の形で公表することを目標に掲げた。
③ さらに，報告書には「スペインの諸言語
の形態論対比一覧」を掲載することとし，そ
の作成のため，対比するための項目の選定を
開始した。 
 10 月，福嶌教隆はセルバンテス文化センタ
ー東京で開催されたスペイン学の国際学会
で研究発表を行った。 
 11 月，吉田浩美は神戸市外国語大学で開催
された日本言語学会の大会でバスク語に関
する研究発表を行った。 
(2) 平成 26 年（2014 年）度 

 平成 26年 12 月，研究会を開催し，各言語
に関する発表を行い，以下の発表を行った。
① 福嶌教隆「カスティーリャ語接続法過去
形の２つの形態に関する諸問題」，② 長谷川
信弥「カタロニア語の評価接尾辞について」，
③ 浅香武和「カバニージャス『海からの風』
におけるガリシア語の形態」，④ 吉田浩美
「親称 2人称で扱える単数の聞き手に対する
言葉遣いに現れる動詞・助動詞の活用形（バ
スク語アスペイティア方言）」。 
 同研究会で各々の研究の進展を確認し，時
年度研究発表を行う全国規模の学会の候補
として SELE（日本スペイン語学セミナー）
第 35 回大会を選定した。 
 ４～６月，福嶌教隆はスペインのアルカラ
大学（Universidad de Alcalá）に交換教員と
して派遣され，日本語・日本文化の講義を担
当する傍ら，スペインの研究者と意見交換を
し，資料を収集した。 
 5 月，浅香武和はセルバンテス文化センタ
ー東京においてガリシア文学に関する講演
を行った。 
 8 月，浅香武和は，スペインのカンバドス
（Cambados）において，ガリシア文学に関
する講演を行った。 
 12 月，長谷川信弥は名古屋市立大学で開催
された多言語社会研究会大会において研究
発表を行った。 
 平成 27 年 3 月，長谷川信弥はスペインの
バルセロナ大学（Universitat de Barcelona）
とバレンシア大学（Universitat de València）
に赴き，同大学の研究者と意見交換をし，研
究調査と資料収集を実施した。 
 ３月，吉田浩美は京都大学で開かれたユー
ラシア言語研究コンソーシアム年次総会に
おいて研究発表を行った。 
(3) 平成 27 年（2015 年）度 
 平成 27 年８月，研究チームは静岡県で開
催された日本スペイン語学セミナー（SELE 
2015）第 35 回大会で「スペインの諸言語の
形態論に関する諸問題」というテーマでワー
クショップを開き，それぞれが以下の研究発
表を行い，それに基づいて活発な討議が行わ
れた。① 福嶌教隆「カスティーリャ語接続
法の ra 形と se 形について」，② 長谷川信弥
「カタロニア語とスペイン語における評価
接尾辞について」，③ 浅香武和「ガリシア語
エオナビア地域における-ínについて」，④ 吉
田浩美「バスク語の後置詞と格語尾の問題 
―共通バスク語と，バスク語アスペイティア
方言の場合―（予備的考察）」。 
 5 月，福嶌教隆は，南山大学で開かれた日
本・スペイン・ラテンアメリカ学会の大会に
おいて研究発表を行った， 
 5 月，浅香武和は東京外国語大学で開かれ
た日本ロマンス語学会で研究発表を行った。 
 7 月，浅香武和は，スペインのサンティア
ゴ ・ デ ・ コ ン ポ ス テ ラ （ Santiago de 
Compostela）の人文学研究所で講演を行った。 
 10 月，福嶌教隆は，セルバンテス文化セン



ター東京で開かれたスペイン学に関する国
際学会において研究発表を行った。 
 平成 28 年 2 月，吉田浩美は，スペインの
バスク地方に赴き，現地調査を行った。 
 3 月，長谷川信弥はスペインのバルセロナ
大学（Universitat de Barcelona）とバレン
シア大学（Universitat de València）に赴き，
同大学の研究者と意見交換をし，研究調査と
資料収集を実施した。 
 この年度は，メンバー一同で本報告書の執
筆・編集を行い，3 月に 200 部を刊行した。 
 
４．研究成果 
 本研究は，最終年度に全国規模の学会でワ
ークショップを開催したこと，及び本報告書
を出版したことという，具体的な成果をもっ
て締めくくることができた。 
(1) 平成 27 年（2015 年）8月 26～28 日にわ
たって静岡県掛川市のヤマハリゾートつま
恋にて開催された日本スペイン語学セミナ
ー（SELE）第 35 回大会の第 2日（8月 27 日）
に，ワークショップ「現代スペインの諸言語
の形態論についての対比的研究」を実施し，
4人の構成員全員が口頭発表を行った。 
 題目は「２．研究の方法」に記したとおり
である。参加者から多数の質問や意見が出さ
れ，活発な議論が行われた。これによって，
是 wの国規模の学会で合同発表をする，とい
う当初からの目標が達成された。その内容は
次に記す研究報告書に掲載されている。また，
関 西 ス ペ イ ン 語 学 研 究 会 の 機 関 誌
Lingüística Hispánica 38 号（近刊）に要旨
が掲載の予定である。 
(2) 平成 28 年（2016 年）3月 31 日，研究報
告書を刊行した。題名：『現代スペインの諸
言語の形態論についての対比的研究』，著
者：福嶌教隆，長谷川信弥，浅香武和，吉田
浩美 + 安達直樹。構成：第 1章「研究概要：，
第2章「スペインの諸言語の形態論対比一覧」，
第3章「スペインの諸言語の形態論の研究」，
第 4章「スペインの諸言語に関する日本にお
ける文献一覧」。A4hann ,242 頁，200 部。 
 本報告書は「スペインの諸言語のロゼッ
タ・ストーン」，あるいは「現代の Biblia 
Políglota Complutense」の一部を成すべく編
まれた一連の著作の第 3巻の位置を占めるも
のである。 
 第 1 章「研究概要」（pp.13-16）は，本研
究の趣旨の説明に充てられている。また，こ
の章の前に構成員の平成 25～27 年度の研
究・教育業績の一覧を掲げている。 
 第２章「スペインの諸言語の形態論対比一
覧」（pp.17-51）は，「スペインの諸言語のロ
ゼッタ・ストーン」を創るという目標を端的
に具現した章であると言える。17 の項目につ
いて見開きの形で４言語の主な特徴を記述
している。 
 第３章｢スペインの諸言語の形態論の研
究｣（pp.53-215）には，①に記したワークシ
ョップでの発表内容を発展させた論考３本

（カスティーリャ語，カタロニア語，バスク
語）と，ガリシア語の人名定冠詞に関する論
考をおさめた。このうちカスティーリャ語に
関する論考は，使用言語もカスティーリャ語
である。更に，スペイン王立学士院によるカ
スティーリャ語の形態論の取り扱いを論じ
た，安達直樹 立命館大学政策科学部助教の
論文を，ここに加えることができた。これに
より，形態論の全体像に関する話題を提供す
ることができて，本報告書の充実がはかれた
と考える。 
 第４章「スペインの諸言語に関する日本に
おける文献一覧」（pp.217-240）は，これま
でに蓄えられた知見の存在を知らしめる目
的で編まれた章である。扱われた言語を左端
に記号で記し，検索を容易にしている。前回，
前々回の報告書に掲げた文献一覧の漏れを
補い，誤りを修正し，この３年間に公表され
た研究を追加した結果，前回より３ページ増
の 24 ページのリストになった。 
 本研究は，カスティーリャ語，カタロニア
語，ガリシア語というロマンス諸語だけでな
く，全く系統の異なるバスク語をも対象とす
ることによって，広い視界を得ている。また，
いずれの言語にも偏らず４方向から均等に
照射することによって，スペインの言語状況
を隈なく浮き上がらせる点が大きな特徴で
ある。前々回の統語論に関する報告書，なら
びに前回の語彙論に関する報告書に続き，こ
の形態論に関する報告書を上梓することが
できた。幸い，平成 28～30 年度の科学研究
費助成事業として，「現代スペインの諸言語
の音声・音韻論的現象に関する対比的研究」
（基盤研究(C), 課題番号 16K02635）が承認
されたので，続く 3 年間，このチームでの研
究を発展させていき，最終的には共同研究の
成果を１つの書籍の形にまとめて上梓する
ことができればと願っている。 
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